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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
員
各
社
、
そ
し
て
皆
様
方
の
本
年
の
更
な

る
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

わ
が
国
経
済
は
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ

ア
経
済
に
支
え
ら
れ
、
緩
や
か
な
回
復
を
呈
し

た
も
の
の
、
円
高
と
デ
フ
レ
基
調
、
更
に
政
局

の
不
安
定
さ
も
加
わ
り
、
先
行
き
不
透
明
さ
を

増
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
等
の
社
会
保
障
分
野
、
な
か
で
も
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
の

改
定
を
控
え
、
昨
年
十
一
月
下
旬
に
は
社
会
保

障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
よ
り
、
意
見
の
取
纏

め
が
示
さ
れ
、
通
常
国
会
へ
法
案
と
し
て
提
出

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

も
と
よ
り
、
長
期
的
な
財
源
確
保
の
議
論
を

封
印
し
た
ま
ま
で
の
改
定
は
、
将
来
の
介
護
需

要
の
増
加
に
対
し
て
根
本
的
に
限
界
が
あ
り
、

綱
渡
り
的
な
対
応
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

私
ど
も
振
興
会
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
う
し
た

環
境
下
で
の
改
定
の
動
向
等
に
つ
い
て
は
、今

後
も
十
分
に
注
視
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
度
は
『
振
興
策
検
討
Ｐ
Ｔ
』
を

中
心
に
組
織
運
営
態
勢
を
見
直
し
、
部
会
の
再

編
成
と
委
員
会
組
織
の
新
設
を
実
施
し
、
新
た

な
視
点
か
ら
の
予
算
策
定
及
び
諸
事
業
等
を
執

行
い
た
し
ま
し
た
。
　 

新
年
度
は
よ
り
一
層
、
会
員
皆
様
の
主
体
的

参
画
に
よ
る
事
業
運
営
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。 ま

た
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
い

て
、
諸
課
題
に
取
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

第
一
は
、
会
員
の
増
強
で
ご
ざ
い
ま
す
。
運

営
面
や
景
気
の
低
迷
等
を
要
因
に
、
当
振
興
会

は
会
員
の
漸
減
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
主
体
的
活
動
と
連
携
強
化
に
取
組
む
と
共
に
、

組
織
活
性
化
の
為
に
、
幅
広
い
視
点
か
ら
、
関

連
す
る
企
業
等
に
対
し
振
興
会
へ
の
参
加
を
、

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

第
二
は
、
振
興
会
の
基
幹
事
業
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
」
調
査

の
義
務
付
け
廃
止
へ
の
対
応
で
あ
り
ま
す
。
本

件
は
、
当
振
興
会
の
収
支
面
へ
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
振
興
会
の
実
施
事

業
、
運
営
の
あ
り
方
等
全
般
に
つ
い
て
、
再
検

討
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

第
三
は
、
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
で
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
来
、
行
政
庁
と
事
前
の
協
議

を
重
ね
、
一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
）
へ
の

移
行
を
目
指
す
、
と
の
組
織
的
な
ご
判
断
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
新
た
な
動
向
等

か
ら
、
当
初
の
移
行
申
請
予
定
で
あ
る
平
成
二

三
年
度
に
お
い
て
は
、
公
益
目
的
支
出
計
画
に

関
す
る
見
通
し
等
に
つ
い
て
再
検
証
し
、
移
行

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
度
を

目
途
と
す
る
旨
の
「
理
事
会
」
判
断
に
至
り
ま

し
た
。
本
件
の
動
向
に
関
し
ま
し
て
は
、
適
宜
、

諸
会
議
等
に
お
い
て
も
、
ご
報
告
さ
せ
て
頂
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
の
三
点
を
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
併

せ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
員
各
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
来
に
も

増
し
て
諸
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
画
と
、
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
三
年
　
一
月 

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶
 

年
頭
の
ご
挨
拶
 

蔵
田
　
和
樹 

会  

長 

社
団
法
人
広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会 

（
広
島
銀
行  

常
務
取
締
役
） 

C o n t e n t s
� 年頭のご挨拶／会長  蔵田 和樹 

� 介護職員の 
　キャリアパス支援研修充実 

広島県の福祉・介護人材確保事業 

� 平成２２年度第２回『総会』開催 

平成２２年度広島県介護支援専門員 
　更新・専門・基礎研修下期報告 

インフォメーション／（株）ふじハートサービス 
　　　　　　　　（株）松広 

 � 会員企業探訪／医療法人せのがわ 
　　　　　　　瀬野川病院 

コラム／サンキ・ウエルビィ（株） 
　　　　岡崎ジョージ取締役本部長 

会員一覧 

事務局よりご挨拶 

コラム 
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平成22年度 
広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期の報告をします 

介護職員のキャリアパス支援研修の充実を図ります。 介護職員のキャリアパス支援研修の充実を図ります。 

今年度から開始した階層別の『キャリアパス支援研修』は、7月から開講し昨年中に延べ 23日、

1,030名の受講がありました。2月23日には今年度最後の研修が開催されます。訪問介護の事業者の

方は是非ご参加ください。また、平成23年度の研修計画を『企画・研修委員会』で策定しており、4月

から研修をスタートし、今年度以上に実技面の研修を充実させる予定です。積極的なご参加をお願いしま

す。（平成23年度研修計画と申し込み書は3月中旬にホームページに掲載します。） 

平成22年度 
第2回『総会』が 
開催されます。 

今年度最後の 
キャリアパス支援研修 

受講料：6,000円（振興会会員3,000円） 

訪問介護事業所 

2月23日（水）10:00－17:00
場所：広島県健康福祉センター 

内容：『訪問介護の動向と介護計画作成』 

日本介護福祉士会常任理事。
福岡県介護福祉士会会長。 
訪問介護員テキストほか著
書多数。 

講師：日本ホームヘルパー協会 

会 長　因　利恵  氏 

■複数事業所連携事業とは 

複数の福祉・介護サービス事業所等が連携して、

共同求人活動や合同研修等を実施する費用に対

して一定額（1グループ上限694千円）を補

助するもので、5以上の事業所等で構成し、事

業所の利用定員が少ない（在宅サービスで20

人以下）事業所が中心となり取り組む事業。 

■キャリア形成訪問指導事業とは 

福祉・介護施設や事業所等の職員のキャリアアッ

プ、資質の向上及び定着を支援するために、施

設や事業所の要請により無料で講師を施設や事

業所へ派遣する事業。 

広島県の福祉・介護人材確保事業を積極的に進めています。 広島県の福祉・介護人材確保事業を積極的に進めています。 

昨年7月から広島県求人活動等強化支援コーディネーター業務を受託し、複数の福祉・介護サービスの

事業所等が連携して、共同求人活動や合同研修会を実施する『複数事業所連携事業』のユニット形成や情

報提供等の支援を行い、昨年末時点で県内20のユニットが取り組んでいます。また、昨年10月から『キャ

リア形成訪問指導事業』の取り組みを始め、25回の事業所訪問研修の申込を頂いています。今後も人材

確保や育成を支援する取り組みを進めてまいります。 

来年度最初の 
キャリアパス支援研修 

受講料：無料 
詳細・申込は、3月にホームページに掲載します。 

テーマ：『接遇訓練とマナー研修』 

4月20日（水）10:00－16:30
場所：広島県健康福祉センター 

広島会場 

自治体の職員研修や、公立・私立の病院、社会福祉協議会、
特別養護老人ホーム職員研修など医療介護現場での研修
経験も豊富。 

講師： 大西　恵子  氏 

4月26日（火）10:00－16:30
場所：県民文化センターふくやま 

企業、官公庁、学校などで接遇訓練やコミュニケーション
研修、意識改革研修など。新入社員から管理職研修まで多
数実施し、講師の育成にも努める。 

講師： 森田　ひとみ  氏 

福山会場 

�
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平成平成22年度年度 
広島県介護支援専門広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期下期の報告をします 

介護職員のキャリアパス支援研修の充実を図ります。 平成22年度 
広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期の報告をします。 

平成22年度 
第2回『総会』が 
開催されます。 

平成22年度 
第2回『総会』が 
開催されます。 
会員企業の皆様には、「招集のご通知」
にて詳細をご案内いたします。 

1、日　時 
　　平成23年3月17日（木） 
　　午後2時～ 
2、場　所 
　　広島市的場町1-1-25 
　　「ホテルセンチュリー21広島」 
 
なお、本総会終了後に 
Ⅰ、『講演会』 

テーマ：在宅重視・地域包括ケアで  
どう変わる介護ビジネス 

Ⅱ、『異業種交流会』を開催いたします。 
会員並びに会員外の関係者の皆様
方、多数のご参加を歓迎いたします。 

平成22年10月より、下期の介護支援専門員更新・専門研修を実
施しました。 
また、今年度は介護支援専門員実務従事者基礎研修も実施し、無

事に全ての日程が終了しましたのであわせて報告します。 
次年度も更新・専門研修については、当振興会で開催いたします。

詳細につきましては、当振興会のホームページをご覧下さい。 

【受講期間】 
専門研修Ⅰ及び更新研修Ⅰ（33時間） 
　下期　平成22年 10月5日～平成22年11月18日 
専門研修Ⅱ及び更新研修Ⅱ（20時間） 
　下期　平成22年 10月1日～平成22年12月9日 
基礎研修（33時間） 
　平成22年10月22日～平成22年12月14日 

【受講状況】 
(募集受講者数は、下期　課程Ⅰ 200名、課程Ⅱ 200名の計400名で募集 
基礎研修は300名)

下　期 
専　門 
更　新 
計 
受講率 

研修課程Ⅰ  
121 
44 
165 

82.5%

研修課程Ⅱ  
61 
176 
237 

118.5%

 

受講者 

修了者 

修了率 

基礎研修 

329 

324 

98.5%

【平成22年度第2回総会招集ご通知】 

�
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旧年中は会員各社様には、ご支援とご協力を賜りまして、誠に有難うございました。 
『愉・快・現・役ひろしま』新年号を発刊致しました。ご高覧戴きますよう、お願い申し上げます。 
本年が、会員各社様、役員・社員の皆々様にとりまして、更なるご発展の年となりますようにご祈念申し上げます。 
事務局一同、新たな気持ちで諸課題の改善に向けて、皆様と共に全力で取り組んでまいります。 
どうぞ、倍旧のご理解とご協力の程を宜しくお願い申し上げます。 
　　平成二十三年　一月 

詳しい情報はHPをご覧ください http://www.hiroshima-silver.or.jp/

事務局よりご挨拶 
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設
　
立 

昭
和
３４
年
１２
月
 

従
業
員 

約
４
７
０
名
 

　
　
　 

（
平
成
２２
年
７
月
現
在
） 

事業本部 取締役本部長 

岡崎ジョージ さん 

サンキ・ウエルビィ（株） 

医
療
法
人
せ
の
が
わ
は
、広
島
県
･
市
指
定
の
精
神
科
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
入
院（
３
２
５
床
）や
外
来（
約
２
２
０
名
／
日
）の
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
瀬
野
川
病
院
を
は
じ
め
と
し
、そ
の
他
生
活
障

害
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
対
象
と
し
た
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、①
通
所
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
、デ
イ
ナ
イ
ト
ケ
ア
、認
知
症
デ
イ
ケ
ア
）、②
在
宅
型
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）、③
入
居
型
支
援
施
設（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

生
活
訓
練
施
設
、福
祉
ホ
ー
ム
Ｂ
型
）、④
通
所
型
・
相
談
支
援
施
設（
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）、⑤
就
労
型
支
援
施
設（
就
労
移
行
支
援
・
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
）と
い
っ
た
幅
広
い
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
 

ま
た
、最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
、う
つ
病
の
専
門
治
療
を
行
う
よ
こ

が
わ
内
科
・
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
訪
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア
併
設
）や
、

抑
う
つ
症
状
や
不
眠
が
原
因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
治
療
や
予
防
活
動
を
行
う
広
島
薬
物
依
存
研
究
所
も
有

し
て
お
り
ま
す
。
 

平
成
１０
年
、医
薬
品
総
合
商
社
㈱
サ
ン
キ
と
し
て
訪
問
介
護
事
業
を
創
め
た
。
介
護

保
険
施
行
の
平
成
１２
年
、独
立
分
社
化
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
法
人
設
立
の
際
、『
企

業
理
念
』を
ど
う
す
る
の
か
、そ
の
理
念
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に『
基
本
方
針
』は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
皆
で
考
え
た
。
弊
社
の
企
業
理
念
は
、『
福
祉
事
業
を
通
じ
て
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
』で
あ
る
。
今
か
ら
思
え
ば
、当
時
こ
の
理
念
を
意
識
し
て
運
営
を
し

て
い
た
か
と
聞
か
れ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
余
裕
は
な
か
っ
た
と
応
え
る
だ
ろ
う
。
 

あ
る
時
、神
社
の
宮
司
さ
ん
と
対
談
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
宮
司
さ
ん
か
ら
、今

で
も
大
切
に
し
て
い
る
心
に
残
る
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。『
今
迄
色
々
な
こ
と
を
見
て

き
た
が
、人
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
は
続
か
な
い
で
す
ね
』と
自
分
自
身
の
基
本
ス

タ
ン
ス
を
後
押
し
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
 

企
業
も
そ
う
だ
が
、人
と
し
て
い
く
つ
に
な
っ
て
も
誰
か
の
役
に
た
っ
て
い
る
と
い
う

喜
び
が
あ
る
か
ら
生
き
甲
斐
や
遣
り
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
。
 

走
り
な
が
ら
確
立
し
て
き
た
介
護
保
険
制
度
、判
断
に
迷
う
こ
と
は
数
多
く
あ
っ

た
。
そ
の
際
の
判
断
基
準
が
基
本
方
針
の『
お
客
様
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い

た
し
ま
す
』で
あ
る
。
そ
の
判
断
は
お
客
様
の
た
め
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
常
に
考
え

て
い
た
。
矛
盾
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、こ
の
基
準
が
あ
る
か
ら
こ
そ
判
断
の
根
拠

が
説
明
で
き
る
の
で
あ
り
、今
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
バ
イ
ブ
ル
と
言
え
よ
う
。
 

最
後
に
、振
興
会
の
会
員
と
し
て
、ま
た
企
業
と
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
が
永

年
に
存
続
で
き
る
大
切
な
条
件
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 医
療
法
人
せ
の
が
わ
 

　
　
　
　
　
　
瀬
野
川
病
院
 

「
企
業
理
念
・
基
本
方
針
」 

（社）広島県シルバーサービス振興会　事務局一同 

広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス 

　
　
　
　
　
　 

振
興
会
会
員 

（社） 

平
成
２３
年
１
月
末 

現
在
　
４８
法
人 

会員募集中! （社）広島県シルバーサービス振興会 
〒734-0007 広島市南区皆実町一丁目6-29 
 

ＴＥＬ.082-254-9699　ＦＡＸ.082-254-9690 
E-mail:peqqu001@hiroshima-silver.or.jp

理
事
長
　
津
久
江
一
郎
 

●
㈲
プ
ロ
ス
パ
　
●
医
療
法
人
せ
の
が
わ 

瀬
野
川
病
院 

●
㈱
ネ
ク
サ
ス
　
●
㈲
イ
ケ
バ
ヤ
シ 

４
法
人 

【
新
規
会
員
】 

●
㈲
石
丸
商
会
　
●
因
の
島
ガ
ス
㈱
　
●
㈱
ウ
ェ
ル
ウ
ェ
ル 

●
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
介
護
サ
ー
ビ
ス
　
●
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ 

●
㈱
オ
ム
エ
ル
　
●
㈲
ケ
ア
ネ
ッ
ト
広
島 

●
㈲
ケ
ア
メ
イ
ト
お
お
は
ら 

●
コ
ー
プ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ひ
ろ
し
ま
㈱
　
●
サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル
ビ
ィ
㈱ 

●
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
　
●
成
和
産
業
㈱ 

●
中
国
エ
ン
ゼ
ル
㈱
　
●
中
国
ク
リ
ー
ナ
ー
㈱
　
●
中
国
電
力
㈱ 

●
㈲
日
基
リ
ー
ス
　
●
㈱
ニ
チ
イ
学
館 

広
島
支
店 

●
㈱
ニ
ッ
ク
ス
　
●
日
本
基
準
寝
具
㈱ 

●
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱ 

広
島
支
店
　
●
㈱
は
る
か
ぜ 

●
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　
●
㈱
広
島
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

●
㈲
美
泉
　
●
㈱
ビ
ー
・
ス
マ
イ
ル
　
●
深
川
医
療
器
㈱ 

●
㈱
ふ
じ
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
　
●
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
三
誠 

●
㈱
松
広
　
●
㈲
メ
ゾ
ン
東
本
浦 

●
㈲
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
　
●
㈱
モ
ル
テ
ン 

●
㈱
菱
和
メ
デ
ィ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
中
国 

３３
法
人 

【
介
護
・
医
療
福
祉
・
建
設
・
設
計
関
連
部
会
】 

●
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン 

広
島
支
店 

●
㈱
タ
カ
ト
ー
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア 

●
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱ 

中
国
・
四
国
本
部 

●
㈱
中
本
本
店
　
●
西
日
本
電
信
電
話
㈱ 

広
島
支
店 

●
日
本
興
亜
損
害
保
険
㈱ 

広
島
支
店
　
●
広
島
ガ
ス
㈱ 

●
㈱
広
島
銀
行
　
●
広
島
信
用
金
庫
　
●
㈱
マ
イ
テ
ィ
ネ
ッ
ト 

●
㈱
も
み
じ
銀
行 

１１
法
人 

【
生
活
余
暇
・
情
報
・
金
融
・
保
険
関
連
部
会
】 

年
頭
の
ご
挨
拶
 

コラム 
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